
おやこであそぼう
～　絵本と、わらべうたの時間　～

2018年 3月14日　

☆～　今月の絵本と紙芝居　～☆

＊福音館書店＊
いろいろおせわになりました（作・絵：やぎゅうげんいちろう）

コッコさんのともだち（作・絵：片山健）
せんせい（作：大場牧夫／絵：長新太）
おべんとう（作・絵：小西英子）

＊こぐま社＊
なーらんだ／くっついた／わたしの（作・絵：三浦太郎）

＊アリス館＊
わたしのおべんとう／ぼくのおべんとう（作・絵：スギヤマカナヨ）

＊フレーベル館＊
ようちえん（作・絵：はせがわほういち）

おかあさん、おみやげ（作・絵：ささきみお）

 紙芝居　つみき つもう つもう（童心社）作：津山伸子／絵：和歌山静子
つみき（金の星社）作：中川ひろたか／絵：平田利之
あめふりあっくん（佼成出版社）作・絵：浜田桂子

ようちえんっていうところ（BL出版）作：ジェシカ・ハーパー／絵：ブライアン・カラス

おむかえ まだかな（学研）作：もとしたいづみ／絵：おかだちあき
わたしようちえんにいくの（文化出版局）

作：ローレンス・アンホールト／絵：キャスリーン・アンホールト
あいうえおべんとう（くもん出版）作・絵：山岡ひかる
おべんとうバス（ひさかたチャイルド）作・絵：真珠まりこ



☆～　今月のうた　～☆

　　　♪たんぽぽ　　　　　　　　　　　　　♪はるかぜ
　　　　　たんぽぽ　たんぽぽ　　　　　　　　　　はるかぜ　ふう～
　　　　　たん　たん　たんぽぽ　　　　　　　　　さくらの　はなびら
　　　　　たんぽぽ　たんぽぽ　　　　　　　　　　ひ～らひら
　　　　　ぽぽぽぽ　たんぽぽ　　　　　

☆～　暦と食べ物　～☆
　　
　　啓蟄も過ぎ、来週は、もう春分です。先日の暖かさで、沈丁花の花も一気に開き、香りが
　暖かな風とともに流れてきます。
　　4月1日はイースター（復活祭）といって、主イエス・キリストのご復活を祝う日です。クリ
　スマスは12月25日と決まっていますが、イースターは『春分後の最初の満月から数えて、最初
　の日曜日』と決められているので 、毎年、日付が変わります。 日本では、クリスマスほど浸透
　していませんが、それでも、イースターの卵形のチョコレートなどがお菓子屋さんに並んだり
　するようになりました。
　　イースターといえば、卵とウサギさんですが、どちらも『豊穣』のシンボルなのです。私が小
　さい頃は、ゆで卵の殻に、直接、ペンで色づけをしたり、綺麗な色のセロファンで包んだりし
　ていました。また、生卵に小さな穴を開け、中味を出し、洗って乾かし、絵を描き、リボンを
　付けて、飾ったりしました。最近では、様々な絵が描かれたフィルムがあり、ゆで卵に
　かぶせてお湯に入れると、ピッタリ張り付くエッグラップというものもあります。
　是非、お家でも、家族で、イースターエッグを作ってくださいね。
　　さて、卵と言えば、本当に色々なお料理がありますが、お弁当には、
　もちろん姿形を変え、なくてはならない強い味方ですね。
　この４月から幼稚園に通うお友だちのお弁当には、どんな卵料理がはいるかな？
　お母さんは、大変だけれど、美味しいお弁当作り、
　頑張ってくださいね。
　　

　　　　　　次回は　2018年 4月18日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスト・ロア修道会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡０４２（４６５）８６２０


